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国際環境フォーラム（MIECF）

再生処分部会の第１回目の調査事業として、国

際環境フォーラム（MIECF）に参加した。

このフォーラムは、福建省から香港に至る中国

南部の低炭素未来と持続可能な都市開発を促進す

る目的で、中華人民共和国の特別行政区であるマ

カオ政府が主催、中国政府が共催している。

第５回目の開催となる今回は３月29日～31日の

日程で、「グリーン・エコノミー－成長のための

新しい力」というメインテーマを掲げ、再生可能

エネルギー・廃棄物・環境システムソリューショ

ン等に関連したフォーラムや情報交換会や展示会

などが催された。これからさらなる発展が予想さ

れる中国南部及び東南アジア地域の最新の環境ビ

ジネスの動向やパートナーシップや投資機会を求

めて来場者は年々増える傾向にあり、今年は53の

国や地域から8500人以上が来場した。主催者によ

れば、MIECFは単なる展示会に終わらせるつも

りはなく、経済発展と環境保護を両立できるよう

なフォーラムやビジネスマッチングを展開し、マ

カオをプラットフォームにしてアジア全体に情報

第1回

廃棄物処理先進事例調査

再生処分部会においては、平成24年度より再生処分に関する先進事例調査事業を

始め、その内容については、随時CleanLife誌上で発表する予定にしている。

今回は国際環境フォーラム（MIECF）及びリマテック株式会社大船渡事業所を紹

介する。

オープニングセレモニー 講演会

展示会場
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マカオ国際環境企業フォーラム及び展示会



C L E A N L I F E

2012.9CleanLife 59

を発信したいという考えを持っているようだった。

中国からは地方政府関係者が９名も参加し、環

境保護に対して本格的に動き出す気配が見え、会

場中央には中国企業による電気バスが展示されて

いた。日本のトヨタ自動車からは低燃費車が出展

され、注目を浴びていた。クリーンエネルギー関

連の展示が多かったが、廃棄物の回収とリサイク

ル、環境製品の紹介、省エネ事業やエコツーリズ

ム、環境教育などのブースもあった。（写真１～

４）

中国企業は国内の環境問題の解決だけでなく、

ヨーロッパを中心とする先進国に対する環境先進

機器の販売に軸足を向けているようだった。反対

に、ヨーロッパ各国からは、中国や東南アジア向

けに大量に処理できる大型処理プラントの売り込

みが中心となっており、アメリカからはNASAの

技術を用いた洗剤を使わない画期的な洗濯機が紹

介されていた（写真５、６）。残念ながら日本の

環境機器専門メーカーの出展は無く、日本企業の

売り込みが非常に弱い印象を受けた。

中国国内向けの環境関連機器のトレンドは廃液

等の処理であり、環境負荷をいかに減らすのかと

いうよりは、写真７にある廃油の再生機器など廃

棄物をいかに再利用してコストメリットを出すか

というのがポイントとなっているようであった。

MIECF視察全体を通して感じたことは、中国

を中心として環境への関心は非常に高く、我々日

本の廃棄物処理業者がパートナーとして活躍でき

る場所は多数あるとの認識を持ったが、日本以外

の国々が独自のパビリオンやブースを持っている

のとは対照的に、日本独自で企業をサポートする

体制が無いのが非常に残念であった。会場でも日

本人の姿はほとんど見当たらず、言葉の壁だけで

はなく、もっと自由に商取引ができる環境をつく

り、国際的な展示会での交流が盛んになれば我々

のさらなる将来が開けるのではないかと感じた。

MIECFは香港で行われている「エコ・エキス

ポ・アジア」同様に今後も国際環境フォーラムと

してアジアのプラットフォームとして拡大してい

く予定で、次回は2013年３月21日～23日に開催が

予定されている。今後参加する機会があれば、我々

業界のためにも今回感じた問題点を解決して臨み

たいと考えている。

廃油再生処理機

新型洗濯装置

NASAの技術が取り入れられた新型洗濯装置は大変

注目されていた。洗濯機に取り付けて使って、水に過

酸化水素（過酸化水素水）、酸素およびオゾンを入れ

ることで、洗濯洗剤を使わなくても服をきれいにして

くれる。洗浄時間を減らしながら、服の摩耗を低減さ

れ、実用性が高い。

新型洗濯装置


